
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

融   資 教   育⼈ 材 交 流 

内閣府 NPO ホームページ：活動事例集

寄附ぎふとプロジェクト 

～ 認定 NPO 法人 NPO 高知市民会議の取組 ～ 

寄   附

団体の活動概要 

認定 NPO 法人 NPO 高知市民会議（以下、「高知市民会議」）は、1999 年４月に高知市が設置した「高知

市市民活動サポートセンター」の運営に携わり、「自分の得意分野を社会に活かしたい」、「ボランティ

アに参加したい」、「仲間を集めて社会活動をしたい」、「何か社会貢献をしてみたい」などの思いを持っ

た個人や団体の活動に対する様々な支援を実施している。 

寄附手法の特徴 

高知市民会議への寄附は、その事業に賛同した企業や個人によるものが中心であるが、資金繰りを改

善する観点から、ファンドレイジングプロジェクトチームを組織内に設置して検討を進め、寄附を集め

る新たな手法として、「お香典を社会に生かす『天国からの寄附ぎふと』」と、飲食代の一部が寄附とな

る「飲みながら・食べながら『寄附ぎふと』」の二つのプロジェクトを「寄附ぎふとプロジェクト」とし

て実施しているとのこと。 

「寄附ぎふとプロジェクト」は、高知市民会議以外の NPO 等も同様に資金繰りが厳しい状況であるこ

とから、寄附先は自団体のみならず、高知市民会議に設置された「寄附先団体選考委員会」において高

知市民会議の会員の NPO 等から毎年度選定される団体（５団体程度）についても、寄附者が寄附先とし

て選べる仕組みにしているとのこと。 

 

○お香典を社会に生かす「天国からの寄附ぎふと」 

2009 年に当時の高知市民会議の事務局長が、自身の知人が亡くなったときに香典返しとしてカタログ

ギフトが送られてきたことを契機として、故人の人間性や遺族の意志を記憶に刻むような新しいお返し

の形を提案できないかと考え、翌年から組織内でプロジェクトチームを作って本格的に検討を始め、遺

族が香典を NPO 等への支援金として寄附する仕組みを構築した。偶然にもプロジェクトチームメンバー

の中に葬儀社の経営者と面識があるメンバーがおり、その経営者に説明したところ賛同が得られ、2011

年から実際に取り組み始めたとのこと。 

具体的には、毎年度、高知市民会議に設置された「寄附先団体選考委員会」において寄附先として５

団体程度を選定し、高知市民会議がこれらの団体の活動等を紹介する資料を作成、葬儀社に「天国から

の寄附ぎふと」プランとして渡す。葬儀社は香典返しの一つのプランとして「天国からの寄附ぎふと」

を遺族に提示する。遺族が故人の遺志及び遺族の意向に基づいて「天国からの寄附ぎふと」を選択した

場合に、葬儀社及び高知市民会議を経由して、遺族が選んだ寄附先の団体に香典が寄附される仕組み。

寄附を受け取った団体は高知市民会議経由で遺族に対してお礼の手紙を送付するとともに、寄附金の使

途に関する会計報告も高知市民会議に提出する。葬儀社は四十九日が過ぎた後に、香典を寄附したこと

を記した「忌明け礼状」と寄附先団体の活動概要資料を会葬者に送付する。 

2011 年度から 2014 年度までの間に 25 件、107 万円が寄附されているとのこと。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2015 年５⽉作成）
内閣府 NPO ホームページ：活動事例集

今後の方向性 

「寄附ぎふとプロジェクト」の立ち上げによって、日常生活に寄り添うことができるファンドレイジ

ングの仕組み作りには、分かりやすさ・透明性・情報発信の３つが最も大切だということが分かったと

のこと。 

また、高知市民会議や「寄附ぎふとプロジェクト」の知名度がいまだに低く、世間への浸透が進んで

いないことから、ソーシャルメディアやマスメディアを使って積極的・自発的に情報発信等を行い、共

感や関心を持つ者を増やして「社会に寄附をする」という意識を広める必要があるとのこと。 

 

 
設立年 1999 年 

理事長 東森 歩 

所在地 高知市鷹匠町２-１-43 高知市たかじょう庁舎２階 

URL http://www.siminkaigi.com/ 

2014 年度寄附収入 2,127,424 円 
 

認定 NPO 法人 NPO 高知市民会議 

○飲食代の一部が寄附となる「飲みながら・食べながら『寄附ぎふと』」 

「天国からの寄附ぎふと」では寄附の機会が限定されることから、寄附文化をより浸透させることを

目的として、2012 年に高知市民会議が開催した「ファンドレイジング・ジャパン in こうち」にあわせ

て、約１週間、高知市内の飲食店で「寄附付き飲食メニュー」を展開したことがきっかけとなり、以降

継続して取り組んでいる。 

具体的には、飲食店の理解と協力を得て、メニューの一部に「寄附付き飲食メニュー」を設定しても

らい、寄附を集める取組で、飲食店は高知市民会議、または「天国からの寄附ぎふと」と同様に「寄附

先団体選考委員会」において選定された団体等を寄附先として選ぶこととなっている。2014 年度は４店

舗の飲食店より通年での実施について協力を得られたとともに、2015 年３月に、「土佐の『おきゃく』

2015」というイベントの開催に合わせ、期間限定拡大「飲みもって・食べもって『寄附ぎふと』」を実施

した際には、県内全 25 店舗の飲食店より協力を得られたとのこと。 

2012 年から取組を始め、2014 年度までに約 115 万円が寄附されたとのこと。 


